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(既設)上部工
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(既設)タイロッドφ55（HT690）
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L=13,500
(既設)鋼管杭 φ700×14t（SKK490）
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(既設)鋼管杭 φ700×9t（SKK400）
L=13,000
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(既設)鋼管杭 φ700×9t(SKK490)
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詳細平面図
 Ｓ＝１/１００
（A3:S=1/200）

注記

1）図中の寸法は m 単位である。2 40

 Ｓ＝１/１００
（A3:1/200）

6 10m

N

高圧噴射撹拌工法
qu=1,000kN/㎡ (改良率90％)

(1)φ1.8m：42本，(2)φ2.6m：22本

(既設)鋼管矢板

西第３波除堤 L=59.93
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(既設)上部工
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標準部 42.18m

+3.00 

-22.50

堤頭部 17.75

1 :
 2 

(余
堀範囲)

(既設)上部工

4.00

計画水深 -12.00
設計水深 -12.60

2.
00

+3.00

  L.W.L ±0.00

+3.00 

  H.W.L ＋1.60

計
画

法
線

+2.50 
+2.00

-13.50

         下杭 φ800× 9t× 3,000L（SKY400）
上杭 φ800×11t×22,000L（SKY490）

（L-T型継手）,L=25.0m

-19.50 

1 :
 2 

(浚
渫範囲)

29@1.40=40.60 0.88

7@5.60=39.20 2.98

-11.50

φ700×9t(SKK400)×24本(12本×2)

L=13.000

(既設)鋼管杭 φ700×14t（SKK490）×6本（3本×2）
L=15,500

0.701.0018@0.8752=15.751.00

+1.00

-1.00-1.00
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(既設)鋼管杭 φ700×9t（SKK490）×30本（15本×2）

L=13,500
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+3.50 +3.50（港外側） 

0.25 標準部(1)4.20 標準部(2) 21.00 標準部(3) 16.98

縦 断 面 図

-16.30

-9.00

-10.60

-8.40

Ag2 γ=18kN/m3   N=36
γ'=10kN/m3 φ=40°

Ag2（基盤層） γ=18kN/m3   N=50以上
γ'=10kN/m3 

Ag1 γ=18kN/m3   N=21
γ'=10kN/m3 φ=36°

B（中詰土） γ=18kN/m3   N=4
γ'=10kN/m3 φ=30° As γ=18kN/m3   N=26

γ'=10kN/m3 φ=39°

-2.00

高圧噴射撹拌工法
qu=1,000kN/㎡ (改良率90％)

注記

2）図中の高さは D.L.表示である。

　　D.L.±0.00=T.P.-0.879m

1）図中の寸法は m 単位である。

N

（A3:S=1／1,000）
キープラン

(港外側)

(港内側)

16
.
00

17.75 42.18

11
.
80

(既設)鋼管杭

必要航路幅120m
導灯中心線より60m

西第３波除堤 L=59.93

(既設)鋼管矢板

（航路側） （護岸側）

(
航

路
側

)

(
護
岸

側
)

東京湾平均海面

潮位図

D.L.＋0.879（T.P.±0.00）

平均水面 M.S.L. D.L.＋0.970（T.P.＋0.091）
朔望平均満潮面H.W.L. D.L.＋1.600（T.P.＋0.721）

既往最高潮位 H.H.W.L.

T.P.

D.L.±0.000（T.P.-0.879）
朔望平均干潮面L.W.L. D.L.±0.000（T.P.-0.879）

D.L.＋2.840（T.P.＋1.961）

最低水面 C.D.L.
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（A3:S=1/200）
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L.W.L.±0.00

H.W.L.＋1.60

+3.00
+2.50
+2.00

+1.00
重防食被覆

設計水深  -12.60

鋼管矢板φ800×11t[SKY490]

-1.00

(L-T型継手),L=22.00m,@0.8752m

16@0.8752＝14.00

(既設)タイロッドφ55[HT690]@1.7504m

計画水深  -12.00

重防食被覆

-1.00

2,000 12,003 2,000

+3.50

-9.00

250
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-22.50
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00
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-16.30

Ag2 γ=18kN/m3   N=36
γ'=10kN/m3 φ=40°

Ag2（基盤層） γ=18kN/m3   N=50以上
γ'=10kN/m3 

鋼管矢板φ800×9t[SKY400]

(L-T型継手),L=3.00m,@0.8752m

-9.90

B（中詰土） γ=18kN/m3   N=4
γ'=10kN/m3 φ=30°

(既設)天端コンクリート(t=1.00m)

高圧噴射撹拌工法
qu=1,000kN/㎡ (改良率90％)

-2.00

標準断面図（その1）

堤頭部(横断方向)

-22.50

L.W.L.±0.00

H.W.L.＋1.60

Bor
. N

o.H
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(港外側)
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注記

2）図中の高さは D.L.表示である。

　　D.L.±0.00=T.P.-0.879m

1）図中の寸法は m 単位である。

1,000
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(既設)基礎コンクリート t=0.20m(※)

(港内側)(港外側)

東京湾平均海面

潮位図

D.L.＋0.879（T.P.±0.00）

平均水面 M.S.L. D.L.＋0.970（T.P.＋0.091）
朔望平均満潮面H.W.L. D.L.＋1.600（T.P.＋0.721）

既往最高潮位 H.H.W.L.

T.P.

D.L.±0.000（T.P.-0.879）
朔望平均干潮面L.W.L. D.L.±0.000（T.P.-0.879）

D.L.＋2.840（T.P.＋1.961）

最低水面 C.D.L.
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-22.50

17,750

-19.50 

2,000 13,750 2,000

1,000 15,750 1,000

設計水深  -12.60
計画水深 －12.00

+2.50

+1.80

+1.00

H.W.L ＋1.60

L.W.L ±0.00 重防食被覆

-1.00

-22.50

-19.50 

(既設)タイロッドφ55[HT690]@1.7504m

鋼管矢板φ800×11t[SKY490]

(L-T型継手),L=22.00m,@0.8752m

1,
00

0

現況地盤

標準断面図（その2）

-16.30

Ag2 γ=18kN/m3   N=36
γ'=10kN/m3 φ=40°

Ag2（基盤層） γ=18kN/m3   N=50以上
γ'=10kN/m3 

+3.50
+3.00

鋼管矢板φ800×9t[SKY400]

(L-T型継手),L=3.00m,@0.8752m

-8.40

As γ=18kN/m3   N=26
γ'=10kN/m3 φ=39°

堤頭部(縦断方向)

(既設)天端コンクリート(t=1.00m)

高圧噴射撹拌工法
qu=1,000kN/㎡ (改良率90％)

-2.00 γ'=10kN/m3 φ=30°
B（中詰土） γ=18kN/m3   N=4
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堀範囲)
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(浚
渫範囲)

-9.00

0 10 20 30 40 50

Bor
. N

o.H
17-

4

D.L
.=-

6.1
5m

0 10 20 30 40 50

Bor
. N

o.R
2-2

D.L
.=+

3.0
0m

-9.90

γ'=10kN/m3 φ=40°

γ=18kN/m3   N=21Ag1
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(港外側)
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注記

2）図中の高さは D.L.表示である。

　　D.L.±0.00=T.P.-0.879m

1）図中の寸法は m 単位である。
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側

)
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(護岸側)(航路側)

(既設)基礎コンクリート t=0.20m(※) 東京湾平均海面

潮位図

D.L.＋0.879（T.P.±0.00）

平均水面 M.S.L. D.L.＋0.970（T.P.＋0.091）
朔望平均満潮面H.W.L. D.L.＋1.600（T.P.＋0.721）

既往最高潮位 H.H.W.L.

T.P.

D.L.±0.000（T.P.-0.879）
朔望平均干潮面L.W.L. D.L.±0.000（T.P.-0.879）

D.L.＋2.840（T.P.＋1.961）

最低水面 C.D.L.
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（A3:S=1/200）

施設番号 B-1-8 施設名 西第3波除堤

5.6

5.0

4.8

4.5

4.5

東光運輸

仏
舎
利
塔

阿字神社里宮

富士と港の
見える公園

C
C-C'

C'



地盤改良図

注記

2）図中の高さは D.L.表示である。

　　D.L.±0.00=T.P.-0.879m

1）図中の寸法は m 単位である。

地盤改良 φ1.8m
(高圧噴射攪拌工法)

B-B 断面図

A-A 断面図

地盤改良仕様

工　法　：高圧噴射撹拌工法(FJT工法または同等工法)

改良径　：φ1.8m ,φ2.6m

改良強度：qu=1,000kN/㎡

改良率　：90％

地盤改良杭配置図
φ1.8m：42本，φ2.6m：22本

L.W.L.±0.00

H.W.L.＋1.60

+2.50
+2.00

+1.00
重防食被覆

鋼管矢板φ800×11t[SKY490]

-1.00

(L-T型継手),L=22.00m,@0.8752m

(既設)タイロッドφ55[HT690]@1.7504m

2.00 10.00 2.00

+3.50

-9.00
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1.00

Ag2 γ=18kN/m3   N=36
γ'=10kN/m3 φ=40°

-9.90

B（中詰土） γ=18kN/m3   N=4
γ'=10kN/m3 φ=30°

高圧噴射撹拌工法
qu=1,000kN/㎡ (改良率90％)

-2.00

γ'=10kN/m3 φ=40°

γ=18kN/m3   N=21Ag1
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2.00 13.75 2.00

堤頭部 17.75

0.365 1.80 2@2.30=4.60

B

B

標準部 42.18

2.40地盤改良φ2.6m割付

地盤改良φ1.8m割付

0.3651.802.40

1.70 6@1.60=9.60 1.70

地盤改良 φ2.6m
(高圧噴射攪拌工法)

17.75

2.00 13.75 2.00

1.00
1.00

+2.50

+1.80

+1.00

H.W.L ＋1.60

L.W.L ±0.00 重防食被覆

-1.00

(既設)タイロッドφ55[HT690]@1.7504m

〔先端側〕 〔基部側〕

鋼管矢板φ800×11t[SKY490]

(L-T型継手),L=22.00m,@0.8752m

Ag2 γ=18kN/m3   N=36
γ'=10kN/m3 φ=40°

+3.50
+3.00

高圧噴射撹拌工法

qu=1,000kN/㎡ (改良率90％)

-2.00 γ'=10kN/m3 φ=30°
B（中詰土） γ=18kN/m3   N=4

-9.00

-9.90

γ'=10kN/m3 φ=40°

γ=18kN/m3   N=21Ag1

15.75

1.00
1.00

1.00
1.00

1.00

14.00

1
.0

0

埋戻し
RC-40

N

(既設)タイロッドφ55
[HT690]@1.7504m

(既設)タイロッドφ55
[HT690]@1.7504m

※事前に既設タイロッドの位置を確認した上で
干渉しないように地盤改良の施工を行うこと。

（※1）

※1：埋戻しで投入したRC-40は地盤改良後に
床掘により撤去すること。
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1.
0
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※1：埋戻しで投入したRC-40は地盤改良後に
床掘により撤去すること。
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